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CSなど多チャンネルを放送 NCVスマートテレビ

企業訪問

す。特に、函館市では、米沢と違い参入当初から
地上波が全局映りましたので、ケーブルテレビの
需要は米沢に比べれば小さいため、インターネッ
ト事業について、まだ普及していない時期から取
り組んできました。

○ケーブルテレビの利点は何でしょうか
　～当初の「難視聴対策」から、「観たい時に
　　楽しむ」へ進化～
　ケーブルテレビには主に４つの利点がありま
す。①自県では映らないテレビ放送を視聴できる、 
②山間部やビル陰などの難視聴対策ができる、 
③アンテナがなくても BS や CS などを視聴でき
る、④自主放送を流せることです。
　ケーブルテレビは、アンテナ設置が不要ですの
で屋根がスッキリしますし、山陰などの電波障害
や風・雪による映像乱れの心配がありません。ま
た、地上デジタル放送・BS放送・CS放送等の多
チャンネルが視聴でき、録画タイプの専用チュー
ナーを使えば大容量で録画しておき、観たい時に
ゆっくりとお楽しみいただけます。
　また、当社独自のチャンネル「NCV９ch」を
放送しており、他にはない、地域密着にこだわっ
た放送が視聴できます。例えば、地域ニュースや

生活に役立つ情報、高校野球地区予選などスポー
ツ中継、地方の選挙開票速報、地域校の部活動紹
介など、地域に密着した幅広い分野をお楽しみい
ただけます。また、データ放送では、天気予報を
はじめ、道路状況や河川状況などのライブカメラ、
ショップ情報など地域住民が知りたい情報をお知
らせしております。
　当社では、ケーブルテレビ、インターネット、
ビデオオンデマンド※４（VOD）、固定電話の４つ
を組み合わせたセットプラン「NCV スマートテ
レビ」をお薦めしております。同プランは、お得
な料金で４種類を利用でき、テレビ以外にも、パ
ソコン・スマホなど様々な方法で動画を楽しむこ
とができます。
※ ４　インターネットを使って、映画やドラマ、スポー

ツなど様々なコンテンツをテレビやパソコン、タブ

レットやスマホなどで視聴できるサービス。

○御社のインターネット事業の利点は
　何でしょうか
　～地域密着のきめ細かなサービス体制～
　当社は平成10年にインターネット事業を始めた
のですが、これは商売になるのではと考えたこと。
そして、ケーブルテレビが高速インターネット回
線に使える技術について米国で実験を始めたとの
情報を得たことが始まりです。そのため、イン
ターネットが普及し始めた初期のころから、当社
はインターネット事業にかかわっています。今で
は当たり前の「使い放題プラン」についても、時
間従量制が主流だった時代、他社に先駆けて始め
ています。
　当社はインターネット事業の開始が早いですが、 
他社が後発で参入してくると、単なるインター
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企業訪問

ネットサービスだけでは差別化が図れなくなり
ました。そこで、当社では、インターネット設
備をお客様宅に開設してそれで終わりではなく、
Wi-Fi 機器をつなげたり、プリンター、ゲーム機、
レコーダーなどの機器の接続を最適化することを
ご提案しています。そして、使っていて不具合が
出れば訪問対応しています。いわば、街の電器屋
さん的な存在を担っています。お客様をサポート
するためにはスタッフもたくさん必要であり、コ
ストがかかりますが、これが当社のセールスポイ
ントになっています。
　また、お客様宅への訪問について、他社です
と、午前午後の指定まではできても具体的な時間
指定まではできないことがほとんどですが、当社
では「前のお宅から次のお宅まではこのくらい時
間がかかり、近道はここだ」と地元スタッフなら
ではの判断ができますので、時間指定が可能と
なっています。地方のインターネット事業者は大
手との競争によって消滅してしまう例が多いです
が、当社は地域密着のきめ細かなサービス提供に
より、多くのお客様からご支持をいただいており
ます。家電量販店のキャッシュバックキャンペー
ンなどで当社を離れたお客様も、「やっぱりNCV
のサービスが一番だ」と戻ってこられるケースも
多くみられます。
　他社のインターネット回線は米沢や秋田など東
北各地から仙台を経由して東京に接続しています。
一方、当社のインターネットは大容量の専用回線
が東京に直結しているため、きわめて高速であり、
スムーズにお楽しみいただけます。

○社訓等について教えてください
　～「先見邁進　地域密着」～
　当社の社訓社是は、「『先見邁進　地域密着』放
送と通信を通じ　地域に夢を提供することを目的
に　自己研鑽に努め　物心両面の豊かな生活を創
造する」です。これは、私がケーブルテレビのこ
とを勉強するために、県外のケーブルテレビ局を
視察した際に、「ケーブルテレビは地域に密着し
ていなければならない」「インターネット技術が
進歩しており、常に勉強して技術革新をしなけれ
ばならない」と痛感したことから定めました。
　また、会社の５原則として、①基本方針・基本

理念を全社員が徹底する、②誰もやらないことに
チャレンジする、③決断は直ぐする、④誰でもで
きることはアウトソーシングする、⑤能力主義、
を定めています。
　当社は能力主義ですので、年功序列が全くなく、
女性の役席が多く、女性役員もおります。能力主
義といっても、「ライバルを蹴落とせ」というこ
とではなく、仕事を通じて、日々コツコツと自分
の能力を向上していこうということです。

○誰もやらないことにチャレンジとは
　どのようなことがありますか
　～自分たちで業務システムづくりを行う～
　ケーブルテレビ業界では、業務システムやサー
ビスに関して、外部委託するケースが多く、メー
カーが作ったものをそのまま採用していることが
多いです。一方、当社は、世の中にないシステム
やサービスは自分たちで作ることをモットーに
日々、技術力向上に取り組んでいます。そのため
に、誰にでもできる単純作業はアウトソーシング
し、社員は付加価値の高い労働にあたっています。
他社がやらないことをやっていますので、当社の
技術力はきわめて高く、業界内でも認められてい
ると自負しております。

○採用する人材はどのような方ですか
　～入社後に育てていくことが基本～
　この業界は、技術などに特殊性があるので、中
途採用で即戦力としてズバリ当てはまるという人
はなかなかいないです。新卒者や異業種の人を採
用することになりますが、畑違いの人が社内で新
たな可能性を作ってくれる効果があります。入社
してから仕事を覚えてもらい、当社社員として育
てていくことが基本となっています。他局に販売
しているソフトウェアなども、ケーブルテレビと
は異なる業界出身者が作っています。
　また、新卒者についても、優秀な人材が採用で
きております。アナウンサーや技術職、営業職そ
れぞれに、「こういうことをやりたい」「こういっ
たことを勉強したい」という意欲の高い人材に恵
まれています。当社は自分の興味やこれまで学ん
できた専門性を活かせるやりがいのある職場であ
ると思っております。
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テレビ放送の制作現場

企業訪問

○福島での事業展開について教えてください
　～インターネット、固定電話、VODを提供～
　福島センターの社屋は福島市御山に建設中です
が、通信設備は出来上がっており、仮設の事務所
で今年３月から稼働しています。現在、福島で取
り扱っているのは、インターネット、固定電話、
ビデオオンデマンド（VOD）です。当社ではそ
の３つを組み合わせたセットプラン「NCV ひか
りスマート」を設けています。先ほど述べました
通り、当社のインターネットは東京からの専用回
線ですので、スムーズな通信速度にご満足いただ
けると思います。また、VODはテレビやパソコン、
タブレットやスマホなど、インターネットに接続
できる端末で、好きな時に好きな場所で動画を楽
しむことができます。オプションで自宅での通信
カラオケも楽しむことができます。
　今のところ、今後のサービスエリア予定は福島
市の約８万世帯です。今は放送サービスを行いま
せんが、通信回線に放送用のデータを入れること
もできるようになりましたので、放送サービスに
も対応できるように設備を設計しています。将来
的には、全国に先駆けて、通信と放送が融合した
サービスを展開できるかもしれません。
　我々は自社独自の技術力を持ち、設計から構築
まで一貫して自分たちでできるなど、その地域に
合ったサービスを提供できるノウハウがあります。
福島はケーブルテレビ文化がまだ根付いていない
ので、事業展開をやりづらい地域でありますが、
ケーブルテレビや NCVのことを知ってもらえる
チャンスだと捉え、福島に合ったサービス展開を
考えていきたいと思っております。

○今後の展望についてお聞かせください
　～本業が第一だが、企業間取引にも注力～
　従来の放送やインターネットサービスにとどま
らないサービスについて、新たに始められないか
どうか検討しているところです。近年、テレビ離
れが進んでいるといわれています。それは、テレ
ビ番組自体を視ていないわけではなく、録画して
後で視る、ネット経由で視るというものです。今
後ケーブルテレビ業界の競争相手も変わってくる
と思われます。
　放送技術について特許を取得し、さらに、ケー

ブルテレビ業界に販売するという可能性も追求し
ていきたいと思っております。現在、当社ではソ
フトウェアの開発を行っていて、これは他社にも
販売しています。本業であるケーブルテレビを頑
張っていくことが第一ですが、飽和状態になって
くればＢ to Ｂ（企業間取引）の比重を高めてい
かなければなりません。Ｂ to Ｂで行える商売も
まだまだあるのではないかと考えています。
　これからも地域に密着し、地域の未来のために
新たなチャレンジを続けてまいりますので、今後
もよろしくお願い致します。

【インタビューを終えて】

　ICT技術は日進月歩であり、多種類の機器同
士を組み合わせると、様々な楽しみ方ができる
ものだと思いました。私自身がケーブルテレビ
に無縁で今まで全くわかりませんでしたが、今
回当社を訪問してケーブルテレビについて理解
することができました。インタビューの際にお
話しを伺った、社長はじめ役員の方々は、全員
他業界のご出身ということでしたが、様々な業
界の知恵が結集されて、進歩の速いケーブルテ
レビ・インターネット業界を上手くリードして
いるという印象を受けました。
　実際のテレビで「ライブカメラ」の道路状況
の映像を見ましたが、高画質で確認できますの
で、雪国での運転には便利で必須と思いました。
　来年度には東北中央道の福島－米沢間が開通
となります。米沢市など山形県内の企業と本県
との新たな交流が生まれていくことが予感され
た取材となりました。 （担当：高橋宏幸）


